
 

はじめに 

 

平成１６年７月の梅雨前線豪雨、一連の台風等による高齢者等の被災

状況から、国では「集中豪雨時等における情報伝達及び高齢者等の避難

支援に関する検討会」を設置し、「災害時要援護者の避難支援ガイドライ

ン」を平成１７年３月の中央防災会議に報告。これを受けて内閣府及び

消防庁では、都道府県及び市町村に対して災害時要援護者避難支援プラ

ンの策定を通知したものです。 

 

避難支援体制の整備を進めるには、要援護者自らの積極的な取り組見

が不可欠です。また、必要な支援が受けられない要援護者の特定を進め、

災害時に的確な支援を提供できるよう体制づくりが重要です。 

 

流山市では、災害が発生した場合に自力では避難することが困難な災

害時要援護者に対する支援活動を的確且つ迅速に実践するために防災関

係及び福祉関係機関並びに地域社会が連携し、災害時の要援護者の避難

支援に取り組んでいくことを目指し、この災害時要援護者避難支援計画

を策定しました。 
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１ 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 計 画  

 

 流山市災害時要援護者避難支援計画は、流山市地域防災計画に基づき、

災害時要援護者の具体的な避難支援個人計画（災害時要援護者避難支援

プラン）を策定し、災害が発生した場合における災害時要援護者の避難

支援体制の確保や日頃からの準備、また災害発生時における支援につい

て、災害時要援護者の自助、地域社会の共助を基本に必要な事項を定め

るものです。 

 

大規模な災害が発生すると、高齢者や障害者等の援護が必要な「災害

時要援護者」と言われる人が犠牲者や被害者になることが多くあります。 

これは、災害が発生したときに災害時要援護者に対する安否確認や救

出活動が迅速、的確に行われなかったことが挙げられています。 

災害時要援護者避難支援計画は、いざという災害の発生に備え、特に

援護が必要な高齢者や障害者に対する避難支援対策を構築していくもの

です。 

 

日頃から備えとして、要援護者を支援する避難支援個人計画の作成、

情報伝達や避難施設の整備、要援護者の支援体制の確保等について整備

していきます。 

また、災害発生時の対応として、要援護者の避難行動とその支援体制

の確保、要援護者の安否確認や避難誘導、救護の行動計画、避難所での

生活支援や生活再建等について取り組んでいきます。 

 

要援護者の避難支援の体制整備としては、災害時要援護者避難支援連

絡会議を設置して、要援護者の登録と支援者の確保を図って行きます。 

さらに要援護者の把握に努め、要援護者に関わる個人情報の災害時に

おける活用を図るため、要援護者一人ひとりの避難支援個人計画（災害

時要援護者避難支援プラン）を策定していくことを大きな柱としていま

す。 
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２ 災 害 時 要 援 護 者  

 

（１）災 害 時 要 援 護 者 の特 徴  

 

「災害時要援護者」とは、必要な情報を迅速かつ的確に把握し、災害

から自らを守るために安全な場所に避難するなどの災害時の一連の行動

をとるのに支援を要する人々をいい、一般的に高齢者、障害者、外国人、

乳幼児、妊婦等があげられています。 

要援護者は、災害による住環境の変化への対応や避難行動、避難所で

の生活に困難を来たしますが、必要なときに必要な支援が適切に受けら

れれば自立した生活をおくることが可能です。 

 

対象者の捉え方としては、 

 

 

 

 

 

 

 

を原

 

流山市

幼児、心

わゆる災

一般に

含まれて

避難行動

が必要と

本避難

象としま

 

①介護保険の要介護度３（重度の介護を要する状態：立ち上

がりや歩行などが自力ではできない等）以上の居宅で生活

している人 

②障害程度が身体障害（１・２級）、知的障害（療育手帳Ａ等）、

精神障害（１級）の人 
③その他、一人暮らし高齢者等で支援を要する人 

則的に対象とします。 

地域防災計画では、自力では避難することが困難な高齢者、乳

身障害者や日本語での災害情報が理解できない外国人などをい

害弱者として安全確保体制の整備の中で位置づけています。 

、高齢者、障害者等については、避難支援が不要な人も相当数

います。そのため対象者の範囲についての考え方を明確にし、

要支援者や被災リスクの高い人を重点的・優先的に進めること

なります。 

支援計画では、施設入所者を除く在宅者を災害時要援護者の対

す。 
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（２）災 害 時 の要 援 護 者 となる対 象 者  

 

災 害 時 の要 援 護 者 となる形 態 。 災 害 時 要 援 護 者 となる人  

◎身の回りの急激な状況の変化に

対する対応が困難 

◎日常生活において、車いすや補

聴器などの補装具が必要 

◎日常の生活において、普段から

薬の服用や医療装置の補助が必

要 

◎様々な情報の把握が困難 

◎コミュニケーションが困難 

◎物事の理解や判断ができない。

◎精神的に不安定になりやすい 

等  

◎介護や支援が必要な高齢者 

◎手足の動作に障害のある人 

◎視覚障害のある人 

◎聴覚障害のある人 

◎音声や言語機能に障害のある人

◎知的障害のある人 

◎精神障害のある人 

◎内部障害のある人 

◎妊産婦 

◎乳幼児 

◎保育園児や幼稚園児 

◎日本語が不自由な外国人 

等  
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（３）要 援 護 者 となる対 象 者 の状 況   

 

対象  要援護者となる要件等 人数等 取得方法等 

独居高齢者   （人） ３，００１

高齢者夫婦のみの世帯

（世帯）
５，４９８

平成１７年国勢調査 

高齢者 

介護認定者   （人）

（要介護３以上の者） 

４，０９１

（2,312 人）

平成１９年１０月１日 

認定者 

身体障害者   （人）

（１・２級の者） 

３，６４７

（730 人）

平成１９年４月１日 

身体障害者手帳所持者 

知的障害者   （人）

（療育手帳Ａ等の者） 

５０６

（212 人）

平成１９年４月１日 

療育手帳所持者 
障害者 

精神障害者   （人）

（１級の者） 

４１０

（49 人）

平成１９年４月１日 

保健福祉手帳所持者 

乳幼児 

 

新生児から就学前幼児

（人)
８，３１１

平成１９年４月１日 

１歳～５歳 

妊産婦 妊娠届出者   （人） １，４１９
平成１８年度実績 

外国人 外国人登録者  （人） １，５４４
平成１８年４月１日 

 

 

※  「人数等」の全ての人が支援を必要とする者とはなりません。 

※  「高齢者」とは、６５歳以上の人をいう。 
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３ 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 連 絡 会 議  

 

（１）災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 連 絡 会 議  

 

流山市災害時要援護者避難支援連絡会議は、様々な災害が発生したと

きに一人では避難できない災害時要援護者の避難を支援するために設置

します。 

この連絡会議は、災害時要援護者当事者団体、各種ボランティア団体、

防災関係機関、福祉関係機関等の要援護者の避難支援に関わる団体や個

人から構成し、要援護者と支援者の連携を基本として災害時の要援護者

の避難支援体制を構築します。 

 

（２）災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 連 絡 会 議 の取 り組 み 

 

《支 援 団 体 等 の役 割 》 

 

流山市災害時要援護者避難支援連絡会議へ、災害時の要援護者に対し

て支援をしていただく団体に参画していただきます。また、参画してい

ただける団体に属する支援者には連絡会議に登録していただきます。登

録いただいた人は、災害時に要援護者の避難に際して支援の候補者とし

て期待されます。また避難所におけるサポートや要援護者の生活復興に

おいても大切な役割を果たしていただきます。 

 

《災 害 時 要 援 護 者 の把 握 》 

 

災害時に一人では避難できない要援護者は、流山市要援護者名簿への

登録を依頼します。災害時の支援を受けるためには、要援護者の個人情

報の提供を受けることが必要です。災害時の安否確認、救出・救護、避

難所でのサポートを受けるには、必要な個人情報を共有することが不可

欠です。円滑な災害時の要援護者に対する避難支援を行うために要援護

者の流山市災害時要援護者名簿への登録を推進していきます。 
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《避 難 支 援 個 人 計 画 の作 成 》 

 

要援護者が支援を受けるためには、要援護者の個人情報を避難支援者

や支援団体が把握する必要があります。要援護者の個人情報に適応する

支援内容等を整えた要援護者一人ひとりの避難支援個人計画の作成を進

めていきます。 

 

《災 害 への備 え》 

 

いつくるかわからない災害に備えて、平常時から災害時要援護者に対

する支援体制の整備に努める必要があります。災害時の要援護者と支援

者とは、身近な存在であることが円滑な避難支援体制につながります。

日頃から地域社会において要援護者と支援者との交流を図り、豊かなコ

ミュニティを形成していくことが災害時の避難支援の基礎となります。 

 

（３）要 援 護 者 に期 待 すること 

    

災害時要援護者となる人には、流山市災害時要援護者避難支援連絡会

議へ参加していただきます。災害時に備えての見守りや災害時の安否確

認、救出・救護、避難支援、避難所における救護を受けるためには、要

援護者となる本人の必要な個人情報の提供が欠かせません。 

 

《流 山 市 災 害 時 要 援 護 者 名 簿 へ登 録 》 

 

災害時に要援護者となる人の個人情報を把握することにより、被災時

ばかりでなく、日頃からの備えに役立ていきます。そのためには、流山

市災害時要援護者名簿へ登録をお願いします。その登録に基づいて１人

ひとりの避難支援個人計画を策定します。 

 

《支 援 者 との情 報 の共 有 》 

 

流山市災害時要援護者名簿へ要援護者として登録されると１人ひとり

の災害時避難支援個人計画を策定します。これは要援護者の個人情報を
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災害時避難支援個人計画の支援者と共有することになります。 

 

《平 常 時 の支 援 者 との交 流 》 

 

１人ひとりの災害時避難支援個人計画の支援者には、日頃から見守り

などを依頼し、災害時に備えての準備などについて検討しておきます。 

 

《日 頃 からの備 え》 

 

支援者との日頃からの交流から、被災時における対応などに支援者と

ともに備えます。具体的に要援護者となる態様によって支援の際の留意

点を確認し、必要な準備をします。 

 

 

（４）支 援 者 に期 待 すること 

    

行政の災害時の支援活動には限度があります。災害時の要援護者に対

する支援活動には、地域社会における互助、共助による活動が必要とな

ります。災害時には要援護者の身近にいる支援者の支援が期待されます。 

 

《流 山 市 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 連 絡 会 議 への登 録 》 

 

災害時要援護者の支援者となる団体や人は、流山市災害時要援護者避

難支援連絡会議へ登録します。登録者は、支援者として災害時要援護者

の支援活動に積極的に参加します。 

 

《要 援 護 者 の特 徴 と留 意 点 の把 握 》 

 

災害時要援護者の支援者となる人は、要援護者の特徴と留意点を把握

する必要があります。流山市災害時要援護者避難支援連絡会議では、支

援者となる人のために知識の普及や要援護者と支援者との交流を推進し

ます。 
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《要 援 護 者 の情 報 の保 護 と共 有 》 

 

 登録された個人情報は、流山市が管理し、災害時における要援護者の

支援のための活動の目的のみに使用します。登録情報の管理について、

要援護者及び支援者の理解を得るとともにその管理には十分な配慮が必

要です。 

 

《平 常 時 から要 援 護 者 との交 流 》 

 

 流山市災害時要援護者避難支援連絡会議の機能を十分発揮するために

は、平常時から要援護者と支援者との交流をはかり、お互いの信頼関係

を築いておくことが大切です。地域における防災に関わる行事やいろい

ろなイベントなど、自治会等の参加を通じて日頃から要援護者と地域社

会との交流を図ることが大切です。 
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（５）災 害 に備 えた要 援 護 者 避 難 支 援 体 制  

 

 流山市災害時要援護者避難支援連絡会議は、災害時の要援護者や要援

護者を支援する団体や個人から構成され、災害時に備えた避難支援体制

を構築します。 

 

流山市災害時要援護者避難支援連絡会議  

 

 

 

 

   災 害時 要援 護者 避難 支       援 連絡 会議 を構 成す る団  

   体 は、 地域 社会 の中 で、       互い に要 援護 者及 びそ の  

   支 援者 と関 わり を持 ち        ます 。        

      

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

         地  

当事 者団 体  ボラ ンテ ィア 関係 団体  福 祉関 係  

団体  防 災関 係団 体  行政  そ の他 の関 係団 体  

当事 者団 体

福祉 関係 団体  

防災 関係 団体  

支援 者支援 者  

 

 

 

域  社  

要援護者

行  政  

10
関 係 団 体  
会

その
ボ ラ ン テ ィ ア
 

他の 関係 団体  



（６）災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 連 絡 会 議 へ参 加 が期 待 される団 体 等  

 

§要援護者当事者団体§ 

老人クラブ連合会・障害者団体連絡協議会・保育園父母会連絡会等 

 

§ボランティア関係団体§ 

ＮＰＯ・ボランティアセンター等 

 

§防災関係団体§ 

自治会・自主防災組織・消防団・消防協力隊等 

 

§福祉関係団体§ 

社会福祉協議会・地区社会福祉協議会・民生児童委員協議会連合会・

地域包括支援センター・介護支援専門員連絡会・シルバーサービス事

業者連絡会・健康づくり推進員連絡協議会・医師会・歯科医師会・薬

剤師会等 

 

§その他の関係団体§ 

民間保育所協議会・幼稚園協会・小学校・中学校・高等学校・専門

学校・大学・国際交流協会等 

 

§行政§ 

市・警察・健康福祉センター・児童相談所等 
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４ 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 個 人 計 画 の作 成  

 

（１）要 援 護 者 の把 握  

 

災害時に被害を防ぐためには、一人では避難などの行動をとることが

困難であり、支援が必要となる要援護者を平常時から把握する必要があ

ります。 

対象となる人の災害時要援護者名簿は、災害時要援護者避難支援連絡

会議を構成する福祉関係部局、防災関係部局、自主防災組織、民生児童

委員等の把握している要援護者情報から作成します。 

 

（２）個 人 情 報 の共 有 化  

 

災害時避難支援個人計画は、一人では避難できない要援護者１人ひと

りの災害時要援護者避難支援プランを作成するものです。災害時要援護

者名簿から災害時避難支援個人計画の策定を希望する人について同意を

得て作成します。 

この災害時要援護者名簿及び災害時避難支援個人計画は、流山市が必

要な情報を管理し、災害時に活用します。 

 

（３）避 難 支 援 体 制 の整 備  

 

要援護者の災害時避難支援個人計画の作成は、同意を得た人の個人情報

に基づいて、支援体制を整備します。 

支援体制は、緊急時の連絡先、避難支援者、避難所、要援護の特徴等

について定めます。そして要援護者の要援護となる態様に配慮した避難

支援個人計画を作成します。 
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《取扱注意》                       様式 １  

流山市災害時要援護者名簿 

                               （大字）       地区  

№  氏      名  住        所  態様  計画№

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

※ 計画№：災害時避難支援個人計画書の作成番号 
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《取扱注意》                       様式  ２  

作成番号 №       地区－       

災害時避難支援個人計画書 

平成   年   月   日  

流山市長 様  

住所            

氏名          ㊞  

私は、流山市災害時要援護者避難支援計画の趣旨に賛同し、災害時要

援護者に登録することを希望します。また、私が届け出た下記個人情報

を 市 が 主 宰 す る 流 山 市 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 計 画 の 災 害 時 要 援 護 者

避難支援活動を目的に利用することを承諾します。 

災害時要援護者 

氏  名         男・女  生年月日 年   月   日  

住  所   

態  様   

緊急時の家族等の連絡先 

氏名  続柄   電話   
①  

住所    

氏名   続柄   電話   
②  

住所   

家族構成・同居状況等 

 

普段いる部屋  寝室の位置  

避難支援者 

氏名  関係   電話   
①  

住所   

氏名   関係   電話   
②  

住所   

避難所  

特記事項  
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《作成例》 

《取扱注意》                      様式 １  

流山市災害時要援護者名簿 

                               （大字）  ○○○１丁目地区 

№  氏      名  住        所  態様  計画№

１ 流山  太郎  ○○○１－１－１ 肢体不自由 0001 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

※ 計画№：災害時避難支援個人計画書の作成番号 
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《作 成  例》  

《取扱注意》                       様式  ２  

作成番号 №○○○１丁目地区－０００１    

災害時避難支援個人計画書 

平成○○年○○月○○日  

流山市長 様  

        住所  流山市○○○１－１－１  

氏名  流山 太郎      ㊞  

私は、流山市災害時要援護者避難支援計画の趣旨に賛同し、災害時要

援護者に登録することを希望します。また、私が届け出た下記個人情報

を 市 が 主 宰 す る 流 山 市 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 計 画 の 災 害 時 要 援 護 者

避難支援活動を目的に利用することを承諾します。 

災害時要援護者 

氏  名  流山 太郎  男・女 生年月日 昭和○○年○○月○○日 

住  所   流山市○○○１－１－１ 

態 様   肢体不自由 

緊急時の家族等の連絡先 

氏名 流山 長太郎 続柄 長男 電話 000-000-0000 
① 

住所 千葉県○○市○○１－２－３ 

氏名 流山 花子  続柄 長女 電話 00-0000-0000 
② 

住所 東京都○○区○○１－２－３ 

家族構成・同居状況等 

次男と２人暮らし 次男は東京都内に勤務のため日中は一人 

普段いる部屋 １階玄関脇居間 寝室の位置  １階最奥 

避難支援者 

氏名 平和 太郎  関係 隣人 電話 00-0000-0000 
① 

住所 流山市○○○１－１－２ 

氏名 平和 花子  関係 民生委員 電話 00-0000-0000 
② 

住所 流山市○○○１－２－２ 

避難所 平和台保育所 

特記事項 歩行が困難なため車椅子等が必要・常備薬携帯 
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５ 避 難 支 援 行 動 マニュアル 

 

（１）日 頃 の備 え 

 

《災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 連 絡 会 議 》 

 

◎  災害時要援護者避難支援連絡会議による地域社会のつながりを強化

し、災害に強いまちづくりを推進します。 

◎  災害時要援護者避難支援連絡会議の目的や活動に理解をいただく必

要があります。そのための啓発事業を推進します。 

◎  災害時要援護者避難支援連絡会議に登録された支援団体や支援者に

対して、災害に関する講習会や防災訓練を開催します。 

◎  災害時要援護者避難支援連絡会議は、災害時要援護者との交流、人

材育成に努めます。 

◎  災害時要援護者避難支援連絡会議は、流山市健康福祉部社会福祉課

に事務局をおきます。 

 

《支 援 者 の参 画 》 

 

◎  災害時要援護者支援団体や支援者となっていただける団体や個人は、

流山市災害時要援護者避難支援連絡会議に登録していただきます。 

◎  登録を希望する支援団体や支援者は、流山市健康福祉部社会福祉課

にお申し出いただきます。 

◎  支援団体や支援者に関する登録情報は、流山市が管理します。 

◎  同意をいただいた各支援団体や支援者に関する情報は、災害時要援

護者避難支援連絡会議に提供されます。 

◎  支援団体や支援者として登録された人は、積極的に災害時要援護者

の支援活動に参加していただきます。 

◎  支援団体や支援者は、支援に必要な講習会や防災訓練に積極的に参

加し、支援知識・技能の向上に努めます。 

 

 17



《要 援 護 者 の把 握 》 

 

◎  地域社会で活動する団体や個人は、災害時の要援護者の情報を日頃

からそれぞれの活動等を通して把握します。 

◎  地域社会に潜在する災害時要援護者を把握するため、自治会の組織

を活用して把握します。 

◎  地域社会で活動している民生児童委員の情報を活用して要援護者を

把握します。 

 

《要 援 護 者 の登 録 》 

 

◎  災害発生時に避難支援を希望する人は、災害時要援護者として登録

していただきます。（手上げ方式） 

◎  災害時要援護者の登録制度については、流山市ホームページや広報

紙等で広く周知を図っていきます。 

◎  災害時要援護者の登録については、登録されている団体や支援者か

ら個別に案内することなどによって、随時、希望者を募っていきます。

（同意方式） 

◎  緊急性の高い在宅の要介護認定高齢者や障害者の人を中心に、その

他の災害時要援護者についても希望者は登録対象とします。 

◎  登録希望者は、流山市健康福祉部社会福祉課で受け付けします。 

◎  乳幼児及び妊産婦のような一時的な要援護者については、保育園・

幼稚園等の施設単位や地域単位で把握する方法も検討します。 

◎  登録された個人情報は、流山市が管理し、災害時における要援護者

支援のための活動のみを目的に使用します。その他の目的では使用し

ません。 

◎  要援護者の登録情報は流山市が管理します。 

 

《避 難 支 援 個 人 計 画 書 の作 成 》 

 

◎  流山市は、要援護者１人ひとりの災害時避難支援個人計画書を作成

します。 

◎  登録を希望された要援護者は､登録台帳に記載され、災害時の要援護
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者の具体的な災害時避難支援個人計画書を作成します。 

◎  災害時避難支援個人計画は、要援護者一人ひとりに対する計画です。 

◎  災害時避難支援個人計画書は、要援護者の氏名・住所、緊急時の家

族等の連絡先、家族構成・同居状況等、住まいの状況、要援護者とな

る態様、避難支援者等を記載します。 

◎  災害時避難支援個人計画は、要援護者と支援者との同意の上で作成

します。 

◎  災害時避難支援個人計画書は、流山市がリストの台帳とともに管理

します。 

 

《災 害 時 要 援 護 者 支 援 班 の設 置 》 

 

◎  福祉関係部局を中心に防災関係部局で横断的な要援護者の避難支援

に取り組みます。 

◎  平常時は、要援護者情報の共有化、災害時避難支援個人計画の策定、

要援護者の避難支援訓練、広報活動を行う。 

◎  災害時は、健康福祉部及び子ども家庭部が中心となり要援護者避難

支援に努めるとともに、関係各課は地域防災計画に基づき災害対策本

部の救援庶務班、避難誘導班､救護班の事務分掌を遂行します。 

 

《情 報 伝 達 体 制 の整 備 》 

 

◎  災害時の情報収集・伝達には、防災行政無線や消防無線等で行われ

るが、要援護者が持つハンデキャップに応じた取り組みが必要です。 

・聴覚障害者：ＦＡＸやメール等の視覚による情報の提供、メモやカ

ード等による文字情報の提供 

・視覚障害者：ラジオや電話等の音声による情報の提供 

・肢体不自由者：フリーハンド用機器を備えた携帯電話等 

◎  要援護者を支援するための専用の通信手段の構築やインターネット

（電子メール、携帯メール等）、災害用伝言ダイヤル「１７１」、災害

用伝言サービス（携帯電話の安否確認サービス）、衛星携帯電話、災害

時優先電話、公衆電話、簡易無線機等の活用を図ります。 

◎  災害時の要援護者と支援者との連絡手段について日頃から確認して
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おきます。 

 

《避 難 施 設 の体 制 整 備 》  

 

◎  自主防災組織や福祉関係者は、協力しながら災害時に避難場所にお

ける救護に備えます。 

◎  自主防災組織、福祉関係者、支援者は、日頃から連携を図っておき

ます。 

◎  災害時の避難に備えて、要援護者のハンデキャップに応じた段差の

解消、手すりの設置等の避難所の施設整備を行います。 

◎  福祉避難所の指定や避難場所の施設の状況 ､要援護者に配慮した施

設の利用方法等について要援護者とともに平常時から確認します。 

◎  災害時要援護者の支援者は、要援護者への確実な情報伝達や物資の

提供等の実施方法について確認します。 
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（２）災 害 発 生 時 の対 応  

 

《身 の安 全 の確 保 》 

 

◎災害発生時には、まず自分の身を守り、安全に避難することを考えま

す。 

◎まず自分の身の安全を守り、被害を拡大させないための行動を考えま

す。 

◎普段から家のなかではどこが安全か考えておきます。 

◎災害時に要援護者が家族や支援者と一緒のときは避難誘導を行います。 

◎地震が発生したらあわてて外に飛び出すと危険です。落ち着いて行動

します。まず火の始末を確実に行います。 

◎地震の揺れにより扉等が開かなくなることがあることから、出入り口

の扉や窓等を開け、避難口を確保します。 

◎災害に見舞われ動けなくなったりしたときのために笛やブザーを携帯

し、支援を求めるなどの時に活用します。 

◎避難するときは、住まいの外のわかりやすいところに避難先や安否情

報を表示します。 

 

《支 援 体 制 》 

 

◎災害が発生したときの要援護者への支援は、流山市災害時要援護者避

難支援連絡会議の自主防災組織や福祉関係者と連携しながら支援体制

をつくります。 

◎地域ごとに、災害時要援護者避難支援連絡会議の支援者の役割分担を

定め各役割の沿った支援活動を行います。 

 

《安 否 確 認 ・救 護 ・避 難 誘 導 》 

 

◎災害が発生してから支援体制が整うまでには時間がかかることから、

災害発生直後の災害時要援護者の安否確認、救護及び避難誘導は、地

域住民の協力によって行うことが必要です。 

◎あらかじめ把握した災害時要援護者の情報をもとに福祉関係団体や自
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治会と連携して災害時要援護者の安否確認を行います。 

◎「避難準備（要援護者避難）情報」「避難勧告」「避難指示」が出た場

合は直ちに避難誘導します。 

◎地域で状況が把握できない要援護者については、消防や警察に救助を

依頼します。 

 

《被 害 状 況 の把 握 》 

 

◎災害時要援護者避難支援連絡会議の構成員は、災害時要援護者の負傷

状況、健康状態、避難場所、避難生活に必要な物資等について情報を

把握します。 

◎災害時要援護者に関する被害情報は、災害時要援護者避難支援連絡会

議の構成員の間で共有します。 

◎地域の災害時要援護者の被害状況は、市災害対策本部へ報告します。 

 

《情 報 の提 供 》 

 

◎被災した災害時要援護者に不安感を与えないために、災害発生時の正

確な情報を迅速に提供します。 

◎被災時に必要とする生活用品の入手方法等の情報も提供します。 

◎災害時要援護者の態様に応じた情報提供の手段を活用し、被災者が情

報から孤立しないようにします。 

 

《避 難 所 での生 活 支 援 》 

 

◎避難所では、災害時要援護者が過しやすい環境をつくる必要があるこ

とから避難所の環境整備に努めます。 

◎避難所の環境整備には、要援護者の態様に応じた配慮が必要です。 
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６ 災 害 時 要 援 護 者 の特 徴 と支 援 の際 の留 意 点  

 

災害時の要援護者に対する支援者となるためには、要援護者の特徴や

支援の際の留意点について基本的な知識を持っていただくことが必要で

す。市民一人ひとりが災害時要援護者の特徴などについて、障害者と高

齢者には複合する部分がありますが、正しい知識と認識を持って対応で

きることが求められます。そして、このような要援護者を地域全体で支

えることができるような社会の実現が望まれます。 

 災害時要援護者の特徴 支援の際の留意点 

一  

人  

暮  

ら  

し  

◎家の中に閉じこもり、地域と

の つ な が り が 希 薄 に な っ て

孤立しがち。 

◎体力が衰え、行動機能が低下

し、緊急事態の察知や情報収

集が遅れる場合があるが、自

力で行動できる。 

◎ 信 頼 で き る 人 に し か 馴 染 ま

ないかもしれないので、人間

的な付き合いを通して、信頼

関係を築く必要がある。 

◎ 避 難 時 に 必 要 の な い も の を

持 ち 出 し た く な る か も し れ

ないので、日頃から避難時に

必 要 な 持 ち 物 に つ い て 理 解

を得るようにする。 

寝  

た  

き  

り  

◎常に床についており、日常生

活動作に人の介助が必要。 

◎自力で行動できず、自分の状

況を伝えることが困難。 

◎家族がいれば家族と、複数の

支援者で避難支援に当たる。

◎避難に備えて、搬送用具を用

意する。 

◎安否の確認は、可能な限り姿

を確認する。 

高  

 

 

齢  

 

 

者  

認  

知  

症  

◎記憶がなかったり、徘徊、幻

覚などの症状が現れ、日常生

活に人の介助が必要。 

◎ 支 援 者 は 普 段 と 同 じ 調 子 で

声をかけ、スキンシップを取

りながら安否確認、避難支援

に当たる。 

◎家族がいれば家族と、複数の

支援者で避難支援に当たる。
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肢  

体  

不  

自  

由  

◎ 上 肢 や 下 肢 に 機 能 障 害 が あ

り、座ったり立ったりする姿

勢保持が困難な人、脳性マヒ

の人などがいる。この中には

身体にマヒのある人、自分の

意 思 と は 関 係 な く 身 体 が 動

く 不 随 意 運 動 を す る 人 な ど

がいる。 

◎ 脊 髄 を 損 傷 し た 人 は 感 覚 が

な く 、 体 温 調 節 が 困 難 で あ

る。 

◎脳性マヒの人が、自分の意思

を伝えるには、理解者がそば

にいないと困難。 

◎身体を動かすことが難しく、

自分の身体を守ったり、自力

で 避 難 す る こ と が 困 難 な 場

合がある。 

◎自力での避難が困難なので、

できるだけ早く安否確認、避

難支援をする必要がある。 

◎ で き る だ け 移 動 用 具 を 確 保

する。 

◎ 移 動 用 具 で 避 難 す る と き は

複数で支援する。 

 身  

 

 

体  

 

 

障  

 

 

害  

 

 

者  

 

視  

覚  

障  

害  

◎視力障害だけでなく、見える

範囲、光を感じる、色彩がわ

かる等の障害もある。 

◎目からではなく、音声や触覚

な ど に よ り 情 報 を 得 て い る

ので、緊急事態の察知が困難

な場合がある。 

◎知らない場所では、自力での

行動が困難。 

 

◎ 支 援 者 は ま ず 状 況 を 説 明 す

る。 

◎ 出 火 し て も 気 付 か な い こ と

が あ る の で 避 難 の と き は 火

気に注意が必要。 

◎白杖を用意する。 

◎誘導するときは、誘導者の腕

を握らせて、ゆっくり歩く。

◎ 盲 導 犬 に は 直 接 さ わ っ た り

引いたりしない。 
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聴

覚 

・ 

言  

語

障  

害  

◎  外 見 か ら は 聞 こ え な い こ と

がわからない。 

◎  周 り の 音 か ら 判 断 す る こ と

が難しいため、緊急事態を理

解 す る こ と が 困 難 な 場 合 が

ある。 

◎言語障害の人は、災害時に助

け を 求 め る こ と が 困 難 で あ

る。 

◎ 音 や 声 に よ る 情 報 が 得 に く

く、手話や文字などの視覚で

情報を得ている。 

◎避難するときは、よく使うメ

ッ セ ー ジ カ ー ド や 筆 記 用 具

を携行させる。 

◎盲ろう通訳者や介助員、手話

通訳者、要約筆記者などの心

得のある人が支援にあたる。

身

体

障

害

者 

内  

部  

障  

害  

◎ 外 見 か ら は 障 害 が あ る こ と

がわからない。 

◎ 災 害 が 発 生 す る と 通 院 が 困

難 に な る と 命 に 関 わ る 場 合

がある。 

◎ 医 療 的 な 対 処 の 仕 方 や か か

り つ け 医 等 に つ い て 日 頃 か

ら 情 報 を 得 て お く 必 要 が あ

る。 

◎ 日 頃 か ら 使 用 し て い る 薬 や

医療器具を確保しておく。 

知  

的  

障  

害  

者  

 

◎知的機能の障害のため、日常

生 活 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

な ど の 適 応 が 困 難 な 状 態 に

ある。 

◎重度の場合、常時支援を必要

とする場合がある。 

◎ 人 に 尋 ね た り 自 分 の 意 見 を

いうのが苦手である。 

◎ひとつのことに執着したり、

同 じ 質 問 を 繰 り 返 す こ と が

ある。 

◎ 急 激 な 環 境 変 化 に 順 応 し に

くい。 

◎災害発生時には、精神的に大

き な 動 揺 が 見 ら れ る 場 合 が

ある。 

◎支援者は、優しく声をかけた

り、スキンシップを図り、落

ち着かせる必要がある。 

◎ 避 難 所 の 位 置 や 災 害 の 状 況

を分かりやすく説明し、必要

に応じて誘導する。 

◎ こ と ば を 理 解 で き な い 場 合

は、手を引いて安全な行動が

できるよう誘導する。 

◎施設で被災した場合は、施設

内避難が基本となる。 
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精 

神  

障  

害  

者  

◎ 精 神 疾 患 に よ り 日 常 生 活 や

社 会 生 活 の し ず ら さ を 抱 え

ている。 

◎ 適 切 な 治 療 や 服 薬 と 周 囲 の

配 慮 が あ れ ば 症 状 を コ ン ト

ロールできる。 

◎外見からはわかりにくく、理

理解されず、孤立している場

合がある。 

◎ 病 気 の こ と を 知 ら れ た く な

いと思っている場合がある。

◎ 災 害 発 生 時 に は 精 神 的 動 揺

が激しくなる場合がある。 

 

自  

閉  

症  

者  

◎話せなかったり、オウム返し

だったり、呼びかけても振り

返 ら な い な ど コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン や 対 人 関 係 を は か る

ことが困難であり、特定の物

や 行 動 に 強 く こ だ わ る 行 動

がある。 

◎ 状 況 を 判 断 す る こ と が 難 し

いため、自分で避難すること

や 他 人 の 誘 い に 応 じ て 行 動

することが困難である。 

◎人の多い、慣れない場所では

極度に緊張するため、奇声や

自傷、飛び跳ねなどの激しい

行動を起こすことがある。 
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難 

病  

患  

者  

◎外見からは、難病患者とは分

からない場合がある。自力歩

行 や 素 早 い 行 動 が 困 難 な 場

合がある。 

◎医薬品を携行したり、人口呼

吸 器 の 使 用 な ど の 医 療 的 援

助が必要な場合がある。 

◎ か か り つ け 医 に 通 院 で き な

く な る 場 合 に 備 え て 医 療 的

な 対 処 の 仕 方 や 他 の 医 療 機

関などについて、日頃から情

報収集しておく必要がある。

乳 

幼  

児  

◎ 自 ら 判 断 し て 行 動 す る 能 力

がないので、常時、保護者の

支援が必要である。 

◎ 判 断 能 力 や 適 応 能 力 が な い

ため、災害に対応できない。

◎自宅の乳児は家族が、施設の

乳幼児は、施設職員が安全確

保を図る。 

◎大人の不安や動揺は、乳幼児

に敏感に伝わるので、支援者

は 普 段 と 同 じ よ う に 優 し く

声 を か け た り ス キ ン シ ッ プ

を図り子どもに安心させる。

◎避難時に備えて、乳幼児に必

要な物資は用意しておく。持

ち出し品には、ミルクやオム

ツ離乳食、常備薬、おもちゃ

など。 

妊  

産  

婦  

◎行動機能が低下しているが、

自力で行動できる。 

◎場合によっては、医療的な支

援が必要となる。 

◎ 月 数 に 応 じ た サ ポ ー ト が 必

要。身近な支援者は医療担当

者 に 早 く 所 在 情 報 を 伝 え る

ことが必要である。 

◎ 精 神 的 シ ョ ッ ク が 強 い 場 合

は、声をかけて安心させる。

◎ 避 難 時 に は 母 子 手 帳 や 診 察

券 や 必 要 な 物 資 を 携 帯 す

る。 
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外 

国  

人  

◎ 日 本 語 で の 情 報 が 伝 わ り に

くいため、適切な避難行動な

ど の 災 害 時 の 対 応 が 遅 れ る

場合がある。 

◎ 地 震 が 起 き る と 非 常 に 不 安

を 感 じ る 人 や 地 震 を 知 ら な

い人もいる。 

◎ 支 援 者 は 状 況 を 説 明 す る と

ともに、情報がどこで得られ

る か 教 え て 安 心 さ せ る 必 要

がある。 

◎地震について、どのように対

応 す れ ば よ い か ア ド バ イ ス

する。 

◎ で き る だ け 通 訳 ボ ラ ン テ イ

アの協力を得る。 
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１ 答 申 書  

 

 

平成２０年３月２４日  

 

 流山市長 井崎  義治  様  

 

流山市福祉施策審議会     

会長  米山  孝平        

 

 

流山市災害時要援護者避難支援プランの策定について（答申） 

平成１９年７月３日付け流社第１０４号で諮問のあったこのことにつ

いて、下記のとおり答申します。 

記  

流山市災害時要援護者避難支援プランの策定について審議した結果、

別添「（案）流山市災害時要援護者避難支援計画」を成案とすることを了

承します。 

なお、計画の推進にあたっては次の意見を添えます。 

１  いつ起きるかわからない災害に備えて、早期に災害時要援護者避難

支援連絡会議を設置するとともに、要援護者 1 人ひとりの避難支援個

人計画の策定を推進されたい。 

２  災害時要援護者避難支援を、隣近所の助け合い（共助）により推進

できる地域社会づくりを推進されたい 

３  災害時における安否確認、救出・救護、避難支援は、要援護者の把

握と情報の共有を図る必要があることから、災害時要援護者の個人情

報の十分な管理の下で、その活用を図られたい。 

４  災害時要援護者避難支援体制を整備するために、災害時要援護者避

難支援計画の市民への周知を図られたい。 
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２ 諮 問 書  

  

 

流 社 第 １ ０ ４ 号 

平成１９年 ７月  ３日   

 

 流山市福祉施策審議会 

 会長  米山  孝平  様  

 

流山市長 井崎  義治       

 

 

   流山市災害時要援護者避難支援プランの策定について（諮問） 

災害が発生した場合に自力では避難することが困難な災害時要援護者

に対する支援活動を的確且つ迅速に実践するために防災関係及び福祉関

係機関並びに地域社会が連携し、災害時の要援護者の避難支援に取り組

んでいくことを目指す流山市災害時要援護者避難支援プランを策定しま

す。 

つきましては、支援プランの策定に当たり、流山市の附属機関であり

ます貴会の意見を求めたく諮問いたします。 

記  

１  災害時要援護者避難支援プランの策定について 

  別添のとおり 
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諮問書別紙 

 

 

災害時要援護者避難支援プランの策定について 

 

１  策定の背景 

平成１６年７月の梅雨前線豪雨、一連の台風等による高齢者等の被

災状況から、国では「集中豪雨時等における情報伝達及び高齢者等の

避難支援に関する検討会」を設置し、「災害時要援護者の避難支援ガイ

ドライン」を平成１７年３月の中央防災会議に報告。これを受けて内

閣府及び消防庁では、都道府県及び市町村に対して災害時要援護者避

難支援プランの策定を通知したものです。 

 

２  策定方針 

災害が発生した場合に自力では避難することが困難な災害時要援護

者に対する支援活動を的確且つ迅速に実践するために防災関係及び福

祉関係機関並びに地域社会が連携し、災害時の要援護者の避難支援に

取り組んでいくことを目指すものです。 

 

３  策定課題 

（１）防災関係部局と福祉関係部局等の連携が不十分であるなど、要援

護 者 や 避 難 支 援 者 へ の 避 難 勧 告 等 の 伝 達 体 制 が 十 分 に 整 備 さ れ て

いません。 

（２）個人情報への意識の高まりに伴い要援護者情報の共有・活用が進

んでおらず、発災時の活用が困難です。 

（３）要援護者の避難支援者が定められていないなど、避難行動支援計

画・体制が具体化していません。 

（４）避難所における要援護者の支援が不十分となる傾向があります。 

（５）行政と福祉サービス提供者や保健師、看護師等の関係機関等との

連携が求められています。 

 

４  策定体制 

（１）流山市保健福祉諸計画策定委員会は、健康福祉部長を会長とし、
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関係各課長から構成され、避難支援プランの素案を策定、調整を行

います。 

（２）災害時要援護者支援検討協議会は、災害時要援護者当事者団体、  

各種ボランティア団体、防災関係機関、福祉関係機関等の要援護者

の避難支援に関わる団体から構成し、避難支援プランの体制整備等

について検討します。 

（３）流山市福祉施策審議会は、市長の諮問を受け避難支援プランにつ

いて審議し、答申をします。 

 

５  策定期間 

平成１９年度末までに策定します。 
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３ 策 定 経 過  

 

流山市災害時要援護者避難支援計画の策定 

期    日  内          容  

平成 １９ 年  

１月 ２６ 日（ 金）  

平成 １８ 年度  

第３ 回流 山市 保健 福祉 諸計 画策 定委 員会  

（ １ ） 流 山 市 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 プ ラ ン の 策 定 に

つい て  

平成 １９ 年  

７月  ４ 日（ 水）  

平成 １９ 年度  

第１ 回流 山市 福祉 施策 審議 会  

（１ ）災 害時 要援 護者 避難 支援 プラ ンの 策定 につ いて

７月 ２４ 日（ 火）  第 １ 回 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 プ ラ ン 策 定 打 ち 合 わ せ

会議  

（１ ）プ ロジ ェク トの 設置 につ いて  

（ ２ ） 要 援 護 者 避 難 支 援 の 取 り 組 み 状 況 と 課 題 の 把 握

につ いて  

（３ ）災 害時 要援 護者 支援 班の 設置 につ いて  

（ ４ ） 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 検 討 協 議 会 の 設 置 に つ

いて  

８月 ２３ 日（ 木）  第 ２ 回 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 プ ラ ン 策 定 打 ち 合 わ せ

会議  

（ １ ） 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 プ ラ ン 策 定 の た め の 調

査結 果に つい て  

（２ ）先 進市 につ いて  

９月 ２７ 日（ 木）  第 ３ 回 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 プ ラ ン 策 定 打 ち 合 わ せ

会議  

（１）（ 仮 称）流山 市災 害時 要援 護者 避難 支援 連絡 会議

の設 置に つい て  

（２ ）災 害時 要援 護者 避難 支援 プラ ン計 画書 につ いて
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１０ 月２ ６日 （金 ）  第 ４ 回 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 プ ラ ン 策 定 打 ち 合 わ せ

会議  

（１ ）災 害時 要援 護者 の把 握に つい て  

（２ ）災 害時 要援 護者 避難 支援 プラ ンの 策定 につ いて

ア  災害 時要 援護 者避 難支 援プ ラン とは  

イ  災害 時要 援護 者と は  

１１ 月  ９日 （金 ）  第１ 回流 山市 保健 福祉 諸計 画策 定委 員会  

（１ ）災 害時 要援 護者 避難 支援 プラ ンの 策定 につ いて

ア  流 山 市 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 マ ニ ュ ア ル の

策定 につ いて  

イ  流 山 市 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 検 討 協 議 会 の

設置 につ いて  

１１ 月２ １日 （水 ）  第 ５ 回 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 プ ラ ン 策 定 打 ち 合 わ せ

会議  

（１ ）災 害時 要援 護者 の把 握に つい て  

（ ２ ） 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 マ ニ ュ ア ル の 策 定 に つ

いて  

ア  避難 支援 行動 計画 につ いて  

イ  災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 連 絡 会 議 の 設 置 に つ

いて  

１１ 月２ ２日 （木 ）  第２ 回流 山市 福祉 施策 審議 会  

（ １ ） 流 山 市 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 マ ニ ュ ア ル の 策

定に つい て  

ア  流 山 市 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 マ ニ ュ ア ル の

作成 につ いて  

イ  流 山 市 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 検 討 協 議 会 の

設置 につ いて  

１２ 月２ ０日 （木 ）  第 ６ 回 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 プ ラ ン 策 定 打 ち 合 わ せ

会議  

（ １ ） 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 マ ニ ュ ア ル の 策 定 に つ

いて  
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１２ 月２ ５日 （火 ）  第１ 回流 山市 災害 時要 援護 者避 難支 援検 討協 議会  

（１ ）正 副会 長の 選出 につ いて  

（ ２ ） 流 山 市 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 プ ラ ン の 策 定 に

つい て  

平成 ２０ 年  

１月 １６ 日（ 水）  

平成 １９ 年度  

第 ７ 回 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 プ ラ ン 策 定 打 ち 合 わ せ

会議  

（ １ ） 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 プ マ ニ ュ ア ル の 策 定 に

つい て  

１月 ２１ 日（ 月）  第２ 回流 山市 災害 時要 援護 者避 難支 援検 討協 議会  

（ １ ） 流 山 市 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 プ ラ ン の 策 定 に

つい て  

２月  ４ 日（ 月）  

 

第 ８ 回 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 プ ラ ン 策 定 打 ち 合 わ せ

会議  

（ １ ） 流 山 市 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 マ ニ ュ ア ル の 素

案に つい て  

 ２ 月  ８日 （金 ）  

 

第３ 回流 山市 災害 時要 援護 者避 難支 援検 討協 議会  

（ １ ） 流 山 市 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 プ ラ ン の 素 案 に

つい て  

 ２ 月１ ３日 （水 ）  

 

第２ 回流 山市 保健 福祉 諸計 画策 定委 員会  

（１ ）流 山市 災害 時要 援護 者避 難支 援プ ラン につ いて

 ２ 月１ ４日 （木 ）  

 

第３ 回流 山市 福祉 施策 審議 会  

（ １ ） 流 山 市 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 計 画 の 素 案 に つ

いて  

 ３ 月１ ４日 （金 ）  

 

第４ 回流 山市 災害 時要 援護 者避 難支 援検 討協 議会  

（ １ ） 流 山 市 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 計 画 の 作 成 に つ

いて  

 ３ 月１ ９日 （水 ）  

 

第４ 回流 山市 福祉 施策 審議 会  

（ １ ） 流 山 市 災 害 時 要 援 護 者 避 難 支 援 計 画 の 作 成 に つ

いて  
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４ 策 定 組 織  

 

流山市福祉施策審議会委員 

委嘱区分  氏   名  役   職   名  

玉川  定雄  流山 市老 人ク ラブ 連合 会会 長  

臼井  みどり 流山 市障 害者 団体 連絡 協議 会  

漆原  雄一  流山 市保 育園 父母 会連 絡会 会長  

福 祉 サ ー ビ ス の 提 供

を 受 け る 者 を 代 表 す

る者  
渡部  昭  介護 保険 制度 を利 用す る者 の代 表  

米山   孝平  流山 ユー ・ア イネ ット 理事 代表  ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 を 代 表

す る 者  松本  裕美  流山 朗読 グル ープ 代表  

山﨑   秀雄  流山 市社 会福 祉協 議会 会長  

篠田  光代  流山 市民 間保 育所 協議 会  

高橋  英吉  
社会 福祉 法人 まほ ろば の里  

つつ じ園 施設 長  

社 会 福 祉 法 人 の 役 員

又は 職員  

中     登  社会 福祉 法人 あか ぎ万 葉理 事長  

民生 委員 （児 童委 員 ） 大野  トシ子  流山 市民 生児 童委 員協 議会 連合 会会 長

医師 会を 代表 する 者  町谷  肇彦  流山 市医 師会 会長  

歯 科 医 師 会 を 代 表 す

る者  
寺田  伸一  流山 市歯 科医 師会 理事  

学識 経験 を有 する 者  久保  悌二郎
学校 法人  江 戸川 学園  

江戸 川大 学総 合福 祉専 門学 校長  

齋藤   勝義  柏健 康福 祉セ ンタ ー副 セン ター 長  
関係 行政 機関 の職 員  

名生    正男  柏児 童相 談所 次長  

中澤  金司  公募  
市民 を代 表す る者  

坂本  ヒロ子 公募  

 

 

会  長   米 山  孝平  

副会 長   中    登  
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流山市災害時要援護者避難支援検討協議会委員 

 

構    成  氏   名  備       考  

斉藤  運 太郎  流山 市老 人ク ラブ 連合 会  （１ ）要援 護者 を

代表 する 者  森   裕  流山 市身 体障 害者 福祉 会  

勝本  正 實  ＮＰ Ｏ法 人  自立 サポ ート ネッ ト流 山  （２ ）ボラ ンテ ィ

アを 代表 する 者  大月  千 恵  流山 市ボ ラン ティ アセ ンタ ー  

遠藤  晃 市郎  八木 地区 自治 会連 合  （３ ）防災 関係 団

体を 代表 する 者  加藤  勝 夫  流山 市消 防団  

宮野  忠 夫   江戸 川台 地区 社会 福祉 協議 会  

紅谷  幸 夫  流山 市民 生児 童委 員協 議会 連合 会  

山梨  美 代子  日本 赤十 字社 千葉 県支 部流 山市 地区 奉仕 団  

竹本   伸  流山 市シ ルバ ーサ ービ ス事 業者 連絡 会  

（４ ）福祉 関係 団

体を 代表 する 者  

宮本   尚  流山 市介 護支 援専 門員 連絡 会  

今井   宏  松ヶ 丘自 治会  

松島  英 雄  美田 自治 会  

（５ ）地域 社会 を

代表 する 者  

宮尾   博  平和 台自 治会  

 

会  長   紅 谷  幸夫  

副会 長   松 島  英雄  
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 40

流山市保健福祉諸計画策定委員会委員 

 

職   名  氏   名  職   名  氏   名  

健康 福祉 部長  飯田  信 義  子ど も家 庭部 長  沼澤  輝 義  

社会 福祉 課長  眞田  朝 光  高齢 者生 きが い推 進課 長  山口  守  

介護 支援 課長  上村  勲  障害 者支 援課 長  小笠 原  正人  

健康 増進 課長  須賀  博 宣  子ど も家 庭課 長  針ヶ 谷  勉  

保育 課長  櫻井  範 子  企画 政策 課長  加藤  正 夫   

総務 課長  高橋  道 秋  財政 課長  菅原  治  

コミ ュニ ティ 課長 海老 原  廣雄  商工 課長  岡田  一 美  

都市 計画 課長  小瀧  邦 昭  まち づく り推 進課 長  伊藤  昌 男  

道路 建設 課長  海老 原  義昌  学校 教育 課長  渡邊  哲 也  

生涯 学習 課長  今関  博  予防 課長  村越  俊 男  

委員 外委 員  

職   名  氏   名  職   名  氏   名  

安心 安全 課長  片桐  正 男  消防 防災 課長  小菅  康 男  

 

会長  健 康福 祉部 長  飯田  信 義  

 


